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０１０年代以降、急激な人口減少が全国的に進

んでいます。我が由利本荘市も、とうとう６万

人台になってしまいました。しかし、少ない人口のま

ち矢島でも、お互いに工夫して生活していると思って

います。伝統の八朔まつりもそうです。そして、私た

ち矢中生は｢三道（書道・剣道・茶道）教育｣を地域の

方々に支えていただいています。

　こんな地域のよさが続き、未来を明るいものにす

るために、私は街づくりに関係する仕事に就きたい

と思っています。議員のみなさんが一生懸命協議し

てくださっていると思いますが、｢免許返納でバス定

期交付｣や｢子育て世帯マイホーム補助｣など、自分な

りに考えていることもあります。実行可能なアイデア

で未来の街づくりに参加できるように、矢島を大切

に思う気持ちを忘れず、様々なことに挑戦し、励んで

いきたいです。

くが住んでいる西目には、景色がきれいな場

所がたくさんあります。その中でも、ぼくが

一番好きなのは御月森から見る景色です。

　鳥海山が何にもさえぎられることなく美しく見え

るし、海に沈む夕日も、いつ見てもすごくきれいで

す。春は長く続く桜並木が美しく、秋はすず虫の

鳴き声がとてもきれいに聞こえるすず虫ロードもぼ

くのお気に入りの場所です。以前、学校のクラブ

活動で、みんなと西目川に入り、生物を観察した

ことがありました。そのとき、思っていたよりも生

息している生物の種類が多く、感動したのを覚えて

います。

　ぼくは、自然豊かで美しい景色がたくさんある西

目が大好きです。これからも生まれ育ったこの地を

大切にしていきたいです。
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さん佐々木 源

矢島中学校 １年

（町内名　海士剥）（町内名　沢内）

はた ざわ きささ げんたおう

さん畑澤 煌太

ま
ち
の

声
か
ら

　
私
た
ち
夫
婦
は
秋
田
市
か
ら
地
元
鳥
海
に
戻

り
、
約
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
然

の
恵
み
、
鳥
海
の
人
々
の
温
も
り
に
地
元
の
良

さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
近
所
の
皆
さ
ま
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
夫
婦
に
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
新

た
な
命
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
る
子
が
、
由
利
本
荘

市
で
暮
ら
し
て
い
く
中
で
、
遊
び
や
学
び
が
充

実
し
た
環
境
で
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
由
利
本
荘
市
全
体
が
活
性
化
で
き
る
よ

う
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
望
み
ま
す
。
人

口
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
由
利
本
荘
市
民
が
生
活
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

政
策
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
子
育
て
支
援
を

る

か

ひ

ら

さ

き

ま
つ

た

さ
ん

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　　　
（
町
内
名

　下
伏
見
）

松
田

　陽
光

希
咲
良

編
集
後
記

　
先
日
、
娘
に
「
沼
」
と
い
う
言
葉

の
新
し
い
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　
私
に
と
っ
て
「
沼
」
は
、
冷
た
い

と
ろ
り
と
し
た
水
の
た
ま
る
足
を

踏
み
入
れ
る
と
抜
け
出
せ
な
い
よ

う
な
場
所
、
を
表
す
言
葉
だ
っ
た
の

で
す
が
、
彼
女
た
ち
若
者
は
心
が
引

き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
様
子
や
そ
の
対

象
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
心
が
魅
か
れ
る
相
手
を
「
沼
」
と

呼
ぶ
こ
の
感
性
。
一
言
に
好
意
と
言

っ
て
も
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色

合
い
の
感
情
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る

こ
と
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
な
と

感
心
し
ま
し
た
。

　
一
つ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
、
私
た
ち
が
そ
の
言
葉
に
対
し
て

抱
い
て
い
る
微
妙
な
イ
メ
ー
ジ
も
含

め
て
う
ま
く
捉
え
、
軽
や
か
に
使
い

こ
な
す
彼
女
た
ち
。

　
最
近
忘
れ
て
い
た
「
言
葉
と
楽
し

く
つ
き
あ
う
姿
勢
」
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
新
宅
慈
）

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
佐
藤
　
正
人

副
委
員
長
　
大
友
　
孝
徳

委
員
　
　
　
橋
島
　
達
也

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
司

　
　
　
　
　
新
宅
　
　
慈

　
　
　
　
　
小
田
　
　
彩

　
　
　
　
　
粟
野
　
希
穂

　
　
　
　
　
伊
藤
　
順
男

　
　
　
　 

　
　   

（
議
席
順
）



由利本荘市議会だより  第86号（9月定例会） 215

７月

７月

８月

９月

８月

９月

岩手県矢巾町議会行政視察来訪
議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
山形県村山市議会行政視察来訪
議会改革特別委員会

議会運営委員会
市民と語る会「高校生と語る会」
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
教育民生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会
議会改革特別委員会
議会運営委員会

本会議（開会）
議会全員協議会
議会運営委員会
本会議（一般質問）～９日
決算審査特別委員会
教育民生常任委員会協議会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１１日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
議会改革特別委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）

（７／１～９／３０）

９
月

定

例

会

３日
５日
８日
９日
１１日
１８日

２３日
３０日

２日
７日
８日
９日
１６日
１８日
２２日

１日
５日
１３日
２６日
２９日

３０日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

由利畜産共進会
消防訓練大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会総会
各期成同盟会等合同整備促進大会
旧藩祭
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
秋田県市議会議長会第１回定例会（能代市）～２４日
東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～３１日

矢島カップMt．鳥海バイシクルクラシック
交通安全市民大会
いわきおどり（福島県いわき市）
親子都市締結４０周年記念式典（福島県いわき市）
鳥海獅子まつり
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（にかほ市）
齋藤幸悦氏旭日双光章受章祝賀会
韓国梁山青年会議所訪問団来荘歓迎レセプション

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
市総合防災訓練
本荘追分全国大会
全国ボート所在市町村協議会議長懇話会
新山小修祓式・創立６０周年記念竣工式
羽越本線高速化シンポジウム
各期成同盟会等県内要望（秋田市）

議会日誌議会日誌

実質収支は9億8943万8千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 総 費 用

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２３億７９６１万８千円

１２億５７１３万７千円

２２億９２０５万９千円

１１億４９０３万８千円

下水道事業 ２９億７８９６万１千円 ３０億６１４８万６千円

市債残高の状況（一般会計）市債残高の状況（一般会計）

年度比較 令和７年度 令和６年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６０５億５７２９万７千円

８８４，７３２円

６８，４４７人

６１４億５００９万円

８８０，３７３円

６９，８００人

13億4741万3千円

9億8943万8千円

実質収支

3億5797万5千円

令和７年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

2184万円

579億

歳出総額

7442万7千円

565億

令和７年度決算を認定

１１特別会計の状況１１特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

２１１億１９８６万７千円 ２１１億１５３６万円 ２０４億４８０５万５千円 ６億６７３０万５千円

１１特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特
　　　　　　 別会計、介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和７年度 一般会計決算令和７年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）
市議会カレンダー

● １２月定例会の予定 ●

１１／１５

２８２７２２

２９

２４ ２５

１９１７１６ １８

２３０ ３

６ １２

５４

２１

２０

１３

２３ ２４ ２５２１ ２２ ２６

１９１５ １７１６

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

日

１４

７ ８

２０
　１１月２０日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

１２／１

本会議
（閉会）

１８

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

９ １０
常任
委員会

１１

由利本荘市議会だより  令和8年／2026年11月1日発行

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

78,358円
（9件）

28,980円
（3件）

20,356円
（4件）

0円
（0件）

10,000円
（1件）

10,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

議長交際費議長交際費

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む
★ケーブルテレビで生中継
★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

▶ 次の定例会は１２／１～１２／１８ ◀
　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮ら

しに直結していることばかりです。ぜひご覧ください。

１日
３日
１０日
１３日
２２日

４日
５日
１０日

２０日
２５日

２日

８日

９日

１０日
１７日

２４日
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※請願第４号：特定利用空港・港湾の指定について危惧されるリスク等の情報を県民に公開することなどを秋田県に求める意見書提出についての請願

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※佐藤健司議長は、採決に加わりません。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

×××○○○○×××××××－欠×××××× １６４

○：賛成　×：反対　欠：欠席

請願第４号

８月臨時会８月臨時会

●特別職の職員で常勤のものの給与及び

　旅費に関する条例の一部を改正する条例案

●小友財産区管理委員の報酬及び費用弁償に関する

　条例の一部を改正する条例案

●印鑑条例の一部を改正する条例案

●選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一

　部を改正する条例案

●火災予防条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

９月定例会９月定例会

●本荘由利広域市町村圏組合の解散について

●本荘由利広域市町村圏組合の解散に伴う財産処

　分及び事務の承継について

そ の 他（主なもの） 可決

●保育所等物価高騰対策事業　９６５万５千円
●水道基本料金負担軽減対策事業　３２２１万円
●指定管理施設等エネルギー価格高騰対策支援事業　１９８５万８千円

補　正　予　算 可決

不 採 択

○請願第４号
　特定利用空港・港湾の指定について危惧されるリス
　ク等の情報を県民に公開することなどを秋田県に
　求める意見書提出についての請願

I女性会議由利本荘支部　代表　鈴木秀子

紹介議員　岡見善人　粟野希穂

○陳情第６号
　mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種
　事業中止を国に求める意見書提出についての陳情

宇井　淳

請願・陳情結果

　令和８年８月５日（水）カダーレを会場に、令和４年度以来５回目となる「高校生と語る会」を開催いた
しました。今回は市総合計画「ゆりほん未来プラン」における基本構想において、目指す１０年後のまち
の姿として示されている「市民一人ひとりが希望を叶え自分らしく暮らすまち」について、事前アンケート
を基に話し合うこととしました。
　当日は、市内５校の高校生２２人と市議会議員１８人（議長などを除く）が９つのグループ分かれて「今
後の由利本荘市に取り組んでほしいこと」について話し合いました。およそ１時間３０分を超えるワークシ

ョップでは、多様な視点で由利本荘市の
まちづくりについての意見交換がなされま
した。その後、全体会を行い、各グルー
プの発表を行い、情報共有を行いました。
各グループの協議において出された主な
意見をご紹介します。

　開催後のアンケートでは「様々な意見や考え方から、由利本荘市の課題や取り組めることを知ること
ができた。」「今まで考えていなかったまちづくりについて話し合うことができて良かった。」などの感想
が寄せられ、２２人中２１人が語る会に参加して「良かった」、１人が「まあまあ良かった」との回答結
果となりました。他校の生徒と
の交流や多様な考えに触れ意見
交換ができたこと、また普段語
ることのない由利本荘市のまちづ
くりについて、市議会議員とも
語り合えたことへの充実感が感
じられるアンケート結果でした。
　議会では、今年度も今回の語
る会の内容を報告書としてまと
め、市当局に提出いたします。
今後も、若い世代のまちづくりへ
の思いが市政に反映されるよう
に取り組みます。

令和8年度  由利本荘市議会市民と語る会

●若い世代や高齢者の声を反映したまちづくり
●公共交通の利便性向上を
　・コミュニティバス等とＪＲや路線バスの接続
　・市民アンケートによるコミュニティバス運行の改善
　・ゆりほん のれッタの拡大及び充実
●安心で住みやすいまちづくりを
　・クマ対策や子育て支援の充実
　・災害に強いまちづくり
　・医療の維持
●豊かな暮らしができるまち
　・働く場や職業選択が豊かなまち
　・人が集まる場所づくり
●地域のつながりや世代間交流のあるまち
　・若者と高齢者の交流
　・伝統芸能や地域行事への参加
●若者が楽しめるまちづくり
　・駅前の活性化
　・現存する施設の有効活用

■人権擁護委員（任期：３年）　

　早　川　あけみ　氏（再任）岩城地域勝手
　櫻　井　茂　和　氏（再任）西目地域沼田
　小　松　良　弥　氏（新任）本荘地域柳生
　真　坂　ひとみ　氏（新任）本荘地域薬師堂

人　事　案　件

はや かわ

さくら い

こ まつ

ま さか

しげ かず

よし や

異議
なし
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「高校生と語る会」開催

●障がい児保育事業　２１３６万円
●鳥獣被害防止対策事業　６９３万６千円
●林道維持事業　１４９２万７千円
●学校図書整備事業　２００万円（寄付金２００万円）
●ため池修繕事業　４０７万円
●公共土木施設災害復旧　

　令和８年７月２８日から３０日の豪雨災害　５５０万円
　令和８年９月１日から３日までの豪雨災害　５４０万円

補正予算（主な事業） 可決
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市議会クルー2連覇で男女総合優勝に貢献

■議会クルーメンバー　監督兼コックス：伊藤順男　整調：佐藤義之　3番：松本学
　　　　　　　　　　　2番：橋島達也　バウ：長沼久利　補漕：佐藤健司　補漕：佐々木司

第３５回全国市町村交流レガッタ喜多方大会

議会議員の部　　　　由利本荘市子吉川　　決勝　第１位　
女子160歳未満の部　本荘由利森林組合Ｌ　決勝　第１位
女子160歳以上の部　なんもだす！　　　　決勝　第５位
男子160歳以上の部　本荘由利森林組合　　決勝　第３位　
男子160歳未満の部　俺達。　　　　　　　決勝　第６位
男女混合の部　　　　チームìKEYAKU　　交流戦　第２位

政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

１
．
は
じ
め
に

　本
市
の
公
共
施
設
は
令
和
7
年
度
末

で
1
5
0
0
弱
に
上
る
。
修
繕
・
更
新

費
用
の
増
大
に
加
え
、
人
口
減
少
に
よ

る
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
し
、
棟
数
・
面
積
を
縮
減
す

る
目
標
を
掲
げ
、
個
別
施
設
計
画
の
見

直
し
も
進
め
て
い
る
。 

本
委
員
会
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
施
設

の
適
正
配
置
と
計
画
的
な
更
新
を
進
め

る
た
め
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
所
管
事
務
調
査
を
実
施
す
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
公
共
施
設
等
の適

正
な
管
理
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
と

相
ま
っ
て
、
市
税
や
地
方
交
付
税
の
減

少
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
公
共
施
設
等
の
適
正
な
管
理
に
よ

る
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
石
川
県
白
山
市

　人
口
減
少
の
み
を
理
由
に
施
設
を
削

減
す
る
の
で
は
な
く
、
施
設
ご
と
に
必

要
性
や
利
用
実
態
、
建
物
状
況
を
総
合

的
に
判
断
し
、
一
律
の
削
減
目
標
を
設

け
ず
に
適
正
管
理
を
進
め
て
い
た
。
町

内
会
や
関
係
団
体
、
議
会
と
連
携
し
た

合
意
形
成
を
重
視
し
、
指
定
管
理
制
度
、

未
利
用
施
設
の
民
間
活
用
な
ど
、
多
様

な
手
法
を
活
用
し
な
が
ら
公
共
施
設
の

適
正
管
理
を
進
め
て
い
る
。   

②
富
山
県
南
砺
市

　「ど
の
施
設
を
減
ら
す
か
」
で
は
な
く
、

「
ど
の
施
設
を
将
来
へ
残
す
か
」
と
い
う

考
え
方
へ
転
換
し
、
明
確
な
数
値
目
標

の
下
で
公
共
施
設
再
編
を
進
め
て
い
た
。

民
間
へ
の
譲
渡・貸
付
を
促
進
す
る
た
め
、

固
定
資
産
税
補
助
や
改
修
費
補
助
、
貸

付
料
減
額
な
ど
の
支
援
制
度
に
加
え
、

民
間
事
業
者
か
ら
幅
広
く
利
活
用
の
提

案
を
募
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
有
効

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

③
岐
阜
県
高
山
市 

　人
口
比
な
ど
に
応
じ
て
公
共
施
設
を

一
律
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
や
施
設
配
置
の

最
適
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
役
割
、

将
来
性
、
地
域
で
の
必
要
性
と
い
っ
た

視
点
に
加
え
、
施
設
の
老
朽
化
や
利
用

実
態
、
代
替
施
設
の
有
無
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。

（
３
）
今
後
の
取
り
組
み

　こ
れ
ま
で
の
行
政
視
察
な
ど
を
基
に
、

本
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
中
心
に
、

予
防
保
全
型
管
理
に
よ
る
維
持
費
の
低

減
や
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用
な
ど
も

模
索
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
適
正
な

管
理
に
よ
り
課
題
解
決
を
図
れ
る
よ
う

調
査
・
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
７
年
11
月
か
ら
令
和
９
年

10
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

７月１３日～１５日

●石川県白山市

●富山県南砺市

●岐阜県高山市

公共施設等の適正な
管理について

総務 常任委員会

施設の必要性を見極める白山市民間活力で再編を進める南砺市

公共サービスから施設の未来を考える高山市

　９月２６日（予選）、２７日（決勝）の両日、福島県喜多方市の荻野漕艇場を会場に全国大会が
開催されました。この大会は、青森県から鹿児島県までの３２加盟自治体で構成する全国ボート場
所在市町村協議会が主催するもので、全国から選手・関係者約８００人が参加。漕ぎ手４人と舵取
り１人の計５人で乗艇する「ナックルフォア」５００メートルで熱戦が繰り広げられました。
　全国大会出場に向けて市議会クルー（子吉川チーム・鳥海山チーム）は、５月から毎週１回の練
習を重ねてきました。練習では、ローイングマシンを活用した基本動作の確認に加え、議員クルー
の高い年齢層（最年長漕ぎ手 70 歳）を踏まえて、小さな力でも効率よく艇を進める「ハイブリッ
ド漕法」の習得に取り組みました。その成果が着実に表れ、議会議員の部では決勝タイム２分０６
秒を記録。昨年同様に優勝を争った東郷町議会に約６秒の差（２挺身半差）を付け、２年連続、
通算６回目の優勝を果たしました。
　また、本市から出場した５クルー（昨年の子吉川レガッタ各種目優勝チーム）とともに、「チーム
由利本荘」として力を結集。女子総合では、本荘由利森林組合 L が女子１６０歳未満の部で初優
勝を飾るなど各クルーが健闘。２回目の女子総合優勝（鎧塚杯）に輝きました。
　平成２９年に子吉川ボート場で開催された全国大会以来、９年ぶり３回目となる男女総合優勝（会
長杯）を成し遂げ、「ボートのまち・由利本荘」を全国に力強く発信しました。

………… 出場クルー成績 …………
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１
．
は
じ
め
に

　
国
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
健
康
寿
命

を
男
女
と
も
に
75
歳
以
上
に
延
伸
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
中
、
本
市

で
は
、
令
和
６
年
に
「
健
康
由
利
本
荘

21
計
画
（
第
３
期
）」
を
策
定
し
、「
健

康
長
寿
社
会
」
を
目
指
し
て
い
る
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
低
く
、
が
ん
や
脳
血

管
疾
患
、
心
疾
患
死
亡
率
も
全
国
に
比

べ
、
高
い
値
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
の
健
康
寿

命
の
延
伸
に
資
す
る
政
策
の
充
実
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題

　
本
市
の
平
均
自
立
期
間
は
男
性
79
・

０
年
、
女
性
83
・
４
年
で
国
や
県
と
同

水
準
で
あ
る
が
、
が
ん
や
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
、
健
診

…先進地視察先…

７月１５日～１７日

●長野県佐久市

●新潟県見附市

●新潟県新潟市

健康寿命の延伸に向けた
取り組みについて

教育民生 常任委員会

受
診
率
の
伸
び
悩
み
や
若
い
世
代
の
朝

食
欠
食
、
高
齢
期
の
フ
レ
イ
ル
増
加
が

課
題
で
あ
る
。
健
康
施
策
の
推
進
は
、

行
政
が
主
導
す
る
だ
け
で
な
く
本
人
が

自
分
事
と
し
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
施
策
と
市
民
を
結
ぶ
関
係
団
体

と
の
連
携
、
人
材
確
保
も
課
題
で
あ
る
。

⑵
先
進
地
の
視
察
か
ら

①
長
野
県
佐
久
市

　
昭
和
19
年
に
佐
久
総
合
病
院
が
設
立

さ
れ
、
日
本
初
の
集
団
検
診
な
ど
が
健

康
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
保
健
補
導
員
や
市
の
委
託
事

業「
ぴ
ん
こ
ろ
運
動
」が
大
き
く
寄
与
し
、

「
快
適
健
康
都
市 

佐
久
」
を
実
現
。

　
ま
た
、
近
年
の
医
療
費
の
上
昇
傾
向

に
対
し
て
は
、
そ
の
適
正
化
に
向
け
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
プ
ッ
シ

ュ
型
通
知
な
ど
の
他
、
特
色
あ
る
教
育

機
関
の
誘
致
な
ど
、
佐
久
市
の
人
を
呼

び
込
む
ま
ち
づ
く
り
は
人
口
社
会
増
を

10
年
以
上
維
持
し
て
い
る
。

②
新
潟
県
見
附
市

　
健
康
政
策
を
個
別
事
業
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
県
内
最
小
の
面
積
を

生
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え

方
を
基
盤
と
し
て
、
都
市
計
画
、
公
共

交
通
、
教
育
、
子
育
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
を
横
断
的
に
連
携
さ
せ
た
総

合
的
政
策
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み

つ
け
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
が

日
常
生
活
を
送
る
中
で
自
然
と
健
康
づ

く
り
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
市
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
よ
り
、
行
政
と
地
域
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

事
も
特
徴
的
な
政
策
で
あ
っ
た
。

③
新
潟
県
新
潟
市

　
疫
学
デ
ー
タ
や
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
明
確
な
地
域
課
題
の
設
定
と
、
そ

れ
に
対
す
る
施
策
を
地
域
・
職
域
が
一

体
と
な
り
展
開
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
。

ま
た
、
健
康
経
営
認
定
制
度
を
通
じ
て

企
業
を
巻
き
込
ん
で
い
る
点
な
ど
、
行

政
の
枠
を
超
え
た
「
健
康
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
地
域

全
体
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
で
進
め
る
健
康
づ
く
り
の
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
た
先
進
地
域
へ
の
調

査
活
動
よ
り
、「
健
康
づ
く
り
は
、
ま
ち

づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
に
通
じ
る
と
い

う
印
象
を
持
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
市
民
が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
め
る

健
康
づ
く
り
の
提
案
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
資
す
る
組
織
の
在
り
方
、
人
材
育

成
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
た
い
。

佐久市の長年にわたる取り組みとその結果を伺う

施策の推進役となっている「市民交流センターネーブルみつけ」

岩城会館空調設備の修繕

問 　修繕に至る経緯とその内容は。

答 　令和８年８月４日、岩城会館１階「高城の
間」の天井から漏水が発生、調査の結果ファ
ンコイルユニット（空調設備）本体からの漏
水が原因と判明した。
　また、同時期に 1 階「ホール」の冷房が
効かなくなり、配管の一部から漏水が発生し、
冷房機能が著しく低下していたことが判明した
ことから、利用者の健康面や快適性を考慮し、
早急な修繕を必要と判断した。

　岩城会館の「高城の間」および「ホール」空

調を修繕します。 教

観光施設費追加

問 　主な内容は。

答 　岩城オートキャンプ場のコテージ修繕、総
合交流ターミナルぽぽろっこのジャグジー自動
制御弁更新、道の駅にしめ はまなすの里の電
気設備・空調設備修繕などの不具合解消のた
めの補正。また、鶴舞温泉・ぱいんすぱ新
山の設備故障に伴う営業補償を追加した。

　道の駅等修繕、温泉施設補償補填をおこない

ます。 産

令和７年度一般会計決算

問 　決算が膨らんだ背景は。

答 　災害復旧関連経費の増加に加え、学校建
設関係の事業など大型事業が重なったことか
ら、前年度に比べて決算額が多くなった。

　歳出総額が、前年度比５１億１３８６万２千円で

約１割増となりました。 総

基幹系業務システム管理費の
減額

問 　移行の経緯は。

答 　県から紹介があり、県と共同の利用であれ
ば利用料が安くなることから移行を決めた。

　基幹系業務システム総合サポート業務委託のう
ち、生活保護WAISEが秋田県共同システム利用
へ移行します。 総

電力量計子メーター交換修繕

問 　日頃のメーター管理方法は。

答 　各指定管理者が点検を行なう。各施設にお
いて有効期限切れが判明したため一括発注を
行なった。

　指定管理施設の電力子メーターを購入。

産

カダーレ大ホール修繕

問 　修繕によりロールバック装置は使用可能と

なるのか。

答 　観覧席を折りたたんで収納するロールバッ
ク装置に不具合が発生し、修理・維持していく
には多額な費用が発生するため使用を中止し
ていたが、指定管理者より修繕と運用の新提
案が示された。
　修繕後の運用上の安全対応策を示し使用可
能とした。

　ロールバック装置を修繕します。 産

ロールバック装置でスーパーボックスになるカダーレ大ホール

空調設備の修繕を進める岩城会館

健康づくりネットワークを学びに新潟市役所へ
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１
．
は
じ
め
に

　
本
市
、
に
か
ほ
市
、
遊
佐
町
、
酒
田

市
の
四
市
町
で
構
成
さ
れ
る
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
遺
産
を
保
全
し
、

教
育
や
他
地
域
と
の
交
流
、
現
地
で
の

体
験
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
方
策
を
研
究
・
調
査
し
て
行

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析

　
所
管
課
よ
り
、
市
民
へ
の
認
知
度
、

観
光
振
興
、
教
育
活
動
、
地
域
振
興
へ

の
貢
献
な
ど
、
本
市
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に

お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
現
状
と
し
て
、
各
エ
リ
ア
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
保

護
安
全
班
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
班
、
教
育
普

及
班
に
分
か
れ
て
お
り
、
市
か
ら
依
頼

す
る
形
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
が
多
い
。

　
課
題
と
し
て
は
、
日
常
的
に
い
く
つ

…先進地視察先…

   ７月６日～８日

●新潟県糸魚川市

●富山県黒部市

鳥海山・飛島ジオパークの観光・
地域振興への活用について

産業建設 常任委員会

か
の
場
所
を
巡
る
周
遊
旅
行
が
な
く
、

範
囲
が
広
域
な
た
め
資
源
は
あ
る
が
観

光
消
費
に
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
、
大

地
の
物
語
を
学
び
楽
し
む
観
光
商
品
が

な
い
。

　
ジ
オ
サ
イ
ト
の
看
板
・
解
説
が
十
分

と
言
え
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観
光
媒
体
で
の

情
報
発
信
に
お
い
て
更
新
頻
度
が
低
く
、

情
報
発
信
・
ブ
ラ
ン
ド
化
が
弱
い
た
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
く
、

学
校
で
の
周
知
も
十
分
と
言
え
な
い
。

⑵
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
新
潟
県
糸
魚
川
市

　
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
し
、
糸
魚
川
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と

地
域
振
興
の
現
状
説
明
と
成
果
評
価
を

伺
い
、
本
市
の
課
題
で
あ
る
事
項
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　
ジ
オ
サ
イ
ト
の
情
報
発
信
は
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
紙
面
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
通
信
上
で
の
紹
介
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
広
く
発
信
し
、
積
極
的
な

展
開
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　
ま
た
、
ゼ
ロ
か
ら
十
八
歳
の
一
貫
教

育
方
針
を
実
施
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
授

業
プ
ラ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
教
員
向
け

の
研
修
を
毎
年
実
施
す
る
な
ど
学
習
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。

②
富
山
県
黒
部
市

　
富
山
県
東
部
の
９
市
町
村
で
構
成
さ

れ
る
、
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
、

中
心
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
黒
部
市

に
伺
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
組
織
と
支
援

体
制
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
地
域
振
興

の
現
状
説
明
と
成
果
評
価
を
伺
っ
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
小
学
生
を
中
心
に

総
合
的
な
学
習
で
様
々
な
体
験
学
習
が

行
わ
れ
て
い
た
。
例
と
し
て
、
ト
ロ
ッ

コ
電
車
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
・

理
科
学
習
な
ど
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
の
児
童
は
年
間

一
千
名
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
地
域
で
守
っ

て
い
る
地
区
で
は
、
森
づ
く
り
事
業
な

ど
、
様
々
な
事
業
を
行
い
、
市
民
の
ジ

オ
サ
イ
ト
保
護
意
識
の
高
さ
に
驚
い
た
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
市
民
へ
の
周
知
と
学
習
プ
ラ
グ
ラ
ム

な
ど
、
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
足
を
運
び
、
現
状
を

見
て
体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、強
み
・

魅
力
・
所
見
・
そ
し
て
何
が
足
り
な
い

の
か
を
体
験
し
、
調
査
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、貴
重
な
地
域
資
源
を
観
光
・

地
域
振
興
へ
活
用
し
て
い
く
方
策
を
追

求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

糸魚川市役所での座学

立山黒部ジオパーク交流施設「うなジオ」

宇奈月駅からトロッコ電車に乗車する

本荘由利広域市町村圏組合の
解散

問 　養護老人ホーム寿荘が市の直営となるが

将来的にはどうなるのか。

答 　市への引き継ぎ後の運営については指定
管理なども含め検討していく。

　解散に伴う財産処分及び事務の継承について

説明します。 総

障がい児保育のための
職員加配支援事業

問 　事業の内容は。

答 　市単独の障がい児補助金に対する上乗せ
補助制度を県が創設したもの。
　対象施設は市内の私立保育所と認定こども園
で、６月１日時点での市内の加配職員数は２０
施設で計３５.６人。補助額は対象職員 1人あ
たり月額５万円（最大年額６０万円）である。

　障がい児保育の充実と保育従事者の処遇改善

を図ります。 教

ごみ減量化推進事業

問 　未使用の指定ごみ袋はどうするのか。

答 　各家庭で残った旧指定ごみ袋については、
市役所および総合支所などで１１月以降、無
償で引き受ける方向で検討している。詳細は
決定次第、市広報やホームページなどで周知
する。旧指定ごみ袋は無駄にしないよう学校
や市有施設で使用の予定である。

　これまでの指定ごみ袋は１０月末までの使い切

りとなります。 教

令和６年７月豪雨工事請負費追加

問 　これまでの経緯は。

答 　林道施設災害童子線は３箇所にわたり寸断
されており、これまで工事契約が４回も入札不
調となっている。契約の締結に向けて工事請
負費を見直した。

　国庫補助事業の未着手林道童子線見直し。

産

鶴舞小学校校舎改築事業

問 　変更の理由は。

答 　当初、共有スペースを最大限に活用した間仕
切り設計案で進めていたが、実施設計の段階
で防火上主要な間仕切り壁の必要性が新たに
判明し、すべての教室において天井裏まで達
する耐火構造の壁を設置する仕様に変更した。
　なお、工期については学校休業中の工事と
するため今年度の冬休みから工事を行い、令
和９年度の夏休みに工事完了となる。

　教室の間仕切り壁を防火上主要な間仕切り壁

の設置へ変更します。 教

黒枠部分に間仕切り壁を設置

獣害対策用品購入

問 　獣害対策用品の種類と内容は。

答 　屋外観光イベント開催時における、来場者
や関係者の緊急的な獣害対策として、クマよけ
ホーン４０個、クマよけスプレー７本を購入し、
イベント開催時の安全対策として準備した。

　市主催及び共催イベントの安全対策に使用し

ます。 産

クマよけホーンとクマ撃退スプレー
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 大友ます子（高志会）

１．学校給食費と子育て世帯支援について

２．交通空白地域における移動手段の確保

について

３．頻発化、激甚化する自然災害に対する防

災・減災について

４．地域経済の活性化と地域事業者の事業

継続について

8P 大友孝徳（市民の窓口）

１．令和８年熊本地震を受けて 

２．広報紙「ゆりほんじょう」について

３．公民館条例に規定する公民館等のテレ

ビケーブル切断について 

４．不登校対策について

7P 小松浩一（明日をひらく）

１．組織改編後の総合支所の現状と今後の

方針について

２．今後の公民館の在り方と地域づくりにつ

いて

３．閉校後の校舎の利活用について

４．矢島高校における学校給食提供の実現

について

8P 堀井新太郎（高志会）

１．中山間地域等直接支払制度にかかる農

業振興政策について

２．クマ・鳥獣対策について

３．児童・生徒のスクールバス等の送迎によ

る体力低下について

４．消防団活動における環境整備について

9P 岡見善人（立憲民主党）

１．第５次由利本荘市行政改革に係る実施

検証と今後の取り組みについて

２．介護職の「離職防止・定着」に向けて

３．米価下落に伴う対策と稲作農家への支

援について

10P 佐藤正人（公明党）

１．自主防災組織の共助は

２．わが家の防災マニュアルの活用は

３．通電火災対策は

４．避難所として普通教室等の活用は

旧
小
友
小
学
校
校
舎
の
利
活
用

の
対
応
は
。

市
と
地
域
住
民
で
検
討
を
重
ね

て
き
た
が
具
体
的
な
活
用
案
の

策
定
に
至
ら
な
か

っ
た
。「
空
き
公
共

施
設
利
活
用
促
進

条
例
」
に
基
づ
く

貸
付
に
向
け
て
必

要
な
準
備
を
進
め

て
い
る
。

問答

小松浩一
（明日をひらく）

市
民
の
方
々
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か

市
民
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
来
庁
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

改
編
後
以
降
の
総
合
支
所
の
現

状
は
。

支
所
職
員
か
ら
は
大
き
な
問
題

は
生
じ
て
い
な
い
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

問答 組
織
改
編
後
の
総
合
支
所
の

　
　
　現
状
と
今
後
の
方
針

地
域
公
民
館
や
地
区
公
民
館
の

の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
な
場
で

検
討
す
る
の
か
。
ま
た
、
現
段
階
で
の

方
向
性
は
。

学
び
の
場
の
確
保
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向
上
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
検
討
し
、
議
員
や
市
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
行
い
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
く
。
地
域
・
地
区
公
民
館
と

も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
び
の

場
の
確
保
、
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
う

施
設
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問

答

今
後
の
公
民
館
の
在
り
方
と

　
　
　
　
　
　地
域
づ
く
り

閉
校
後
の
校
舎
利
活
用
の
方
針

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
の
施
設
や
地
域
住
民
に
よ
る

利
活
用
に
至
ら
な
い
場
合
、「
市

空
き
公
共
施
設
利
活
用
促
進
条
例
」
に

基
づ
き
、
地
域
振
興
や
雇
用
創
出
に
つ

な
が
る
活
用
を
条
件
に
事
業
者
へ
幅
広

い
用
途
で
貸
付
を
行
っ
て
い
く
。

問答 閉
校
後
の
校
舎
の
利
活
用

佐藤正人
（公明党）

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
地
域
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
共
助
が
重
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
規
模
災
害
で
、
発
災
直
後
に

倒
壊
家
屋
か
ら
救
助
さ
れ
た
方

の
８
割
以
上
が
近
隣
住
民
な
ど
の
手
助

け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
住
民
一
人

ひ
と
り
の
「
自
助
」
に
加
え
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
助
け
合
う
「
共
助
」
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

地
域
防
災
の
核
と
な
る
防
災
士
に
は
ま

ち
づ
く
り
宅
配
講
座
や
各
種
防
災
訓
練

へ
積
極
的
に
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
き
、

居
住
地
域
の
共
助
力
の
底
上
げ
と
、
連

携
強
化
に
期
待
し
た
い
。

　
市
と
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織
や
防

災
士
と
協
働
し
、
自
助
、
共
助
に
基
づ

く
地
域
防
災
力
の
醸
成
と
持
続
可
能
な

地
域
防
災
体
制
の
維
持
、
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 自
主
防
災
組
織
の
共
助
は

熊
本
県
地
震
に
お
い
て
、
避
難

所
に
よ
っ
て
は
空
調
設
備
が
整

わ
ず
、
冷
房
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
普
通
教
室
な
ど
の
利
用

に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
、
普
通
教
室
の
利
用
は
可
能
で
あ

る
か
。人

命
を
第
一
と
し
、
そ
の
た
め

に
は
良
好
な
避
難
環
境
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
教

育
活
動
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、

普
通
教
室
で
の
避
難
者
受
け
入
れ
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答 避
難
所
と
し
て

　普
通
教
室
な
ど
の
活
用
は酷暑時には普通教室などでの避難も可能とする

ここが聞きたい
一 般 質 問

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

８月臨時会・９月定例会のトピックス
　８月臨時会が、８月１０日に開催され専決処分報告１件、補正予算２件が可決されました。
　９月定例会は９月２日から９月２４日までの２３日間の会期で開催され、令和７年度決算認定１５件、人
事案件４件、条例関係５件、補正予算７件、その他２件の計３３件が審議され、すべてが原案のとおり可
決されました。
　また、請願１件、陳情１件については、いずれも不採択と決しました。

由利本荘市火災予防条例の
一部の改正

問 　周知の方法は。

答 　市民全体にはホームページやＳＮＳなどで、
事業者には立入検査の際に周知に努めたい。

　焼肉店などの排気ダクトの適切な管理について

条例を改定します。 総

都市ガス改良工事

問 　都市ガスガバナ監視システムとは。

答 　都市ガスガバナ監視システムは、市内にあるガ
ス設備（ガバナ）を24時間見守る安全システム
で、ガバナとは、ガスの圧力をちょうどよい強さに
調整し、家庭やお店へ安全に届けるための装置。

　都市ガスガバナ監視システムを更新しました。

産
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制
度
の
認
識
と
交
付
金
対
象
外

と
な
る
農
家
へ
の
対
応
は
。

農
業
生
産
上
の
条
件
が
不
利
な

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
支
援

す
る
も
の
。
所
得
基
準
を
超
え
た
場
合

は
、
交
付
金
の
対
象
外
と
な
る
が
、
農

業
現
場
の
実
情
や
率
直
な
思
い
を
受
け

止
め
、
制
度
の
趣
旨
や
運
用
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。

問答 中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

か
か
る
農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
の
実
態

把
握
と
そ
の
対
処
は
。

農
家
か
ら
の
被
害
相
談
や
、
現

場
確
認
な
ど
を
通
し
て
把
握
し

て
い
る
。
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
の
制
度
で
あ
る
電
気
柵
設
置
補

助
の
対
象
補
助
品
目
に
、
今
年
度
よ
り

水
稲
、
そ
ば
、
花
き
を
追
加
し
た
。
さ

問答 ク
マ
・
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

鳥獣捕獲用箱わな拠点型消防倉庫

経
費
節
減
の
た
め
に
、
公
民
館

な
ど
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
解

約
す
る
こ
と
は
、
事
前
に
地
域
の
方
々

に
説
明
さ
れ
て
い
た
の
か
。
指
定
避
難

所
の
テ
レ
ビ
は
視
聴
で
き
る
状
態
に
戻

す
べ
き
で
は
。

常
時
視
聴
さ
れ
て
お
ら
ず
、
撤

去
し
て
も
支
障
が
な
い
と
判
断

し
た
こ
と
か
ら
、
本
荘
地
域
の
指
定
避

難
所
７
カ
所
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
、

事
前
に
説
明
せ
ず
に
解
約
し
た
。
指
定

避
難
所
開
設
時
に
は
市
職
員
が
常
駐
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
モ
ニ
タ
ー

に
映
す
な
ど
の
対
応
に
取
り
組
む
。

問答 公
民
館
な
ど
の
テ
レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
切
断
に
つ
い
て

解約され視聴できない指定避難所のテレビ

ら
に
、「
く
く
り
わ
な
」
や
「
箱
わ
な
」

に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
強
化
す
る
。

消
防
団
格
納
庫
に
常
設
ト
イ
レ

の
設
置
は
。

現
在
、
ト
イ
レ
、
休
憩
室
等
の

つ
い
た
「
拠
点
型
格
納
庫
」
は

91
棟
、車
両
や
資
機
材
を
保
管
す
る「
車

庫
型
格
納
庫
」が
30
棟
で
あ
る
。今
後
は
、

人
口
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
た
組
織
再
編

と
合
わ
せ
て
検
討
の
上
、「
拠
点
型
」

へ
の
集
約
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
必

要
な
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問答 消
防
団
活
動
に
お
け
る

　
　
　
環
境
整
備
に
つ
い
て

熊
本
地
震
は
酷
暑
時
の
発
災
で

あ
り
、
熱
帯
夜
の
中
、
エ
ア
コ

ン
の
無
い
体
育
館
で
雑
魚
寝
す
る
状
況

が
報
道
さ
れ
た
。
夏
季
災
害
時
の
避
難

所
の
暑
熱
環
境
対
策
を
、
更
に
強
化
す

る
方
針
は
あ
る
の
か
。

本
市
の
指
定
避
難
所
の
う
ち
、

収
容
者
を
多
数
確
保
で
き
る
小

中
学
校
の
体
育
館
に
は
冷
房
設
備
が
無
い
。

国
で
は
地
域
防
災
計
画
で
、
指
定
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
体
育
館
な
ど
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
を
、
１
０
０
％
に
す

る
目
標
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問答 令
和
８
年
熊
本
地
震
を
受
け
て

広
報
紙
「
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　 

に
つ
い
て

総
ペ
ー
ジ
数
を
決
め
る
プ
ロ
セ

ス
が
難
し
い
が
、
画
一
的
な
対

応
で
は
な
く
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
紙
面

構
成
に
努
め
る
。

昨
年
11
月
の
市
議
会
全
員
協
議

会
で
、
月
１
回
36
ペ
ー
ジ
を
目

途
に
発
行
と
し
て
い
た
が
、
月
平
均

28
・
８
ペ
ー
ジ
し
か
な
く
、
画
一
的
な

紙
面
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
ペ
ー
ジ

問

答
数
を
増
や
し
、
目
次
に
合
っ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
を
工
夫
す
べ
き
で
は
。

今
回
の
急
激
な
米
価
下
落
に
対

す
る
市
長
の
受
け
止
め
と
、
減

収
に
直
面
す
る
農
家
へ
の
独
自
支
援
は
。

本
市
の
農
業
生
産
基
盤
そ
の
も

の
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
、

極
め
て
重
要
な
問
題
と
受
け
止
め
て
い

る
。
米
価
下
落
へ
の
独
自
支
援
に
つ
い

て
は
、
難
し
い
面
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
も
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
各
種

支
援
策
を
講

じ
て
お
り
、

今
後
も
米
価

の
変
動
に
も

対
応
で
き
る

持
続
可
能
な

農
業
経
営
と

生
産
基
盤
の

強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 米
価
下
落
に
伴
う
対
策
と

　
　
　
稲
作
農
家
へ
の
支
援

岡見善人
（立憲民主党）

支
所
な
ど
の
事
務
集
約
に
伴
う

現
場
の
課
題
や
今
後
の
改
善
に

向
け
た
市
長
の
見
解
は
。

業
務
は
お
お
む
ね
円
滑
に
行
わ

れ
て
お
り
、
大
き
な
混
乱
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
生
じ
て
い
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
総
務
課
に
よ

る
総
合
支
所
訪
問
や
職
員
か
ら
の
聞
き

取
り
も
継
続
し
な
が
ら
、
業
務
量
や
人

員
配
置
状
況
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に

応
じ
て
業
務
の
見
直
し
や
運
用
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

問答 第
５
次
由
利
本
荘
市
行
政

　
改
革
に
係
る
実
施
検
証
と

　
　
　
　
今
後
の
取
り
組
み

大友ます子
（高志会）

介
護
職
の
実
に
全
体
の
約
74
％

が
採
用
後
３
年
未
満
で
離
職
し

て
い
る
。
こ
こ
を
重
点
的
に
支
援
し
て

い
く
考
え
が
あ
る
か
。

令
和
９
年
度
以
降
に
向
け
た

「
第
10
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
内
介
護
事

業
者
に
対
し
、
現
在
行
っ
て
い
る
採
用

者
数
及
び
離
職
者
数
の
状
況
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
各
種

指
標
を
十
分
に
精
査
し
、
離
職
防
止
・

定
着
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
検
討

し
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問

答

介
護
職
の
「
離
職
防
止
・

　
　
　
　
定
着
」
に
向
け
て

米価下落

中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

の
方
針
は
。

問

入
学
お
祝
い
ク
ー
ポ
ン
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

問

市
単
独
で
の
完
全
無
償
化
は
困

難
な
た
め
、
引
き
続
き
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
、
他
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
情
報
収
集

に
努
め
る
。

答

制
度
の
公
平
性
と
持
続
可
能
性

の
観
点
か
ら
、
市
で
の
実
施
は

難
し
い
た
め
、
既
存
制
度
の
周
知
と
利

用
促
進
と
と
も
に
、
補
助
教
材
や
学
用

品
等
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

答 学
校
給
食
費
と

子
育
て
世
帯
支
援
に
つ
い
て

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
の
考
え
は
。

「
ゆ
り
ほ
ん
の
れ
ッ
タ
」
の
本
格

運
行
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
エ
リ
ア
拡
大
は
想
定
し
て
い

な
い
。
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
地
域
特
性
を

考
慮
し
た
適
切
な
交
通
モ
ー
ド
の
選
択

に
よ
る
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
。

問答 交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

の
見
直
し
の
考
え
は
。

今
後
の
防
災
行
政
無
線
全
体
の

更
新
や
、
機
材
の
入
れ
替
え
な

ど
の
機
会
を
捉
え
、
代
替
手
段
の
動
向

も
注
視
し
つ
つ
、
多
角
的
に
研
究
す
る
。

問答 頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に

　
　
対
す
る
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
支
援
策
の

考
え
は
。

経
済
状
況
や
事
業
者
へ
の
影
響

な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問答 地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
事
業
者
の
事
業
継
続
に
つ
い
て

ここが聞きたい
一 般 質 問

ここが聞きたい
一 般 質 問
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制
度
の
認
識
と
交
付
金
対
象
外

と
な
る
農
家
へ
の
対
応
は
。

農
業
生
産
上
の
条
件
が
不
利
な

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
支
援

す
る
も
の
。
所
得
基
準
を
超
え
た
場
合

は
、
交
付
金
の
対
象
外
と
な
る
が
、
農

業
現
場
の
実
情
や
率
直
な
思
い
を
受
け

止
め
、
制
度
の
趣
旨
や
運
用
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。

問答 中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

か
か
る
農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
の
実
態

把
握
と
そ
の
対
処
は
。

農
家
か
ら
の
被
害
相
談
や
、
現

場
確
認
な
ど
を
通
し
て
把
握
し

て
い
る
。
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
の
制
度
で
あ
る
電
気
柵
設
置
補

助
の
対
象
補
助
品
目
に
、
今
年
度
よ
り

水
稲
、
そ
ば
、
花
き
を
追
加
し
た
。
さ

問答 ク
マ
・
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

鳥獣捕獲用箱わな拠点型消防倉庫

経
費
節
減
の
た
め
に
、
公
民
館

な
ど
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
解

約
す
る
こ
と
は
、
事
前
に
地
域
の
方
々

に
説
明
さ
れ
て
い
た
の
か
。
指
定
避
難

所
の
テ
レ
ビ
は
視
聴
で
き
る
状
態
に
戻

す
べ
き
で
は
。

常
時
視
聴
さ
れ
て
お
ら
ず
、
撤

去
し
て
も
支
障
が
な
い
と
判
断

し
た
こ
と
か
ら
、
本
荘
地
域
の
指
定
避

難
所
７
カ
所
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
、

事
前
に
説
明
せ
ず
に
解
約
し
た
。
指
定

避
難
所
開
設
時
に
は
市
職
員
が
常
駐
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
モ
ニ
タ
ー

に
映
す
な
ど
の
対
応
に
取
り
組
む
。

問答 公
民
館
な
ど
の
テ
レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
切
断
に
つ
い
て

解約され視聴できない指定避難所のテレビ

ら
に
、「
く
く
り
わ
な
」
や
「
箱
わ
な
」

に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
強
化
す
る
。

消
防
団
格
納
庫
に
常
設
ト
イ
レ

の
設
置
は
。

現
在
、
ト
イ
レ
、
休
憩
室
等
の

つ
い
た
「
拠
点
型
格
納
庫
」
は

91
棟
、車
両
や
資
機
材
を
保
管
す
る「
車

庫
型
格
納
庫
」が
30
棟
で
あ
る
。今
後
は
、

人
口
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
た
組
織
再
編

と
合
わ
せ
て
検
討
の
上
、「
拠
点
型
」

へ
の
集
約
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
必

要
な
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問答 消
防
団
活
動
に
お
け
る

　
　
　
環
境
整
備
に
つ
い
て

熊
本
地
震
は
酷
暑
時
の
発
災
で

あ
り
、
熱
帯
夜
の
中
、
エ
ア
コ

ン
の
無
い
体
育
館
で
雑
魚
寝
す
る
状
況

が
報
道
さ
れ
た
。
夏
季
災
害
時
の
避
難

所
の
暑
熱
環
境
対
策
を
、
更
に
強
化
す

る
方
針
は
あ
る
の
か
。

本
市
の
指
定
避
難
所
の
う
ち
、

収
容
者
を
多
数
確
保
で
き
る
小

中
学
校
の
体
育
館
に
は
冷
房
設
備
が
無
い
。

国
で
は
地
域
防
災
計
画
で
、
指
定
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
体
育
館
な
ど
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
を
、
１
０
０
％
に
す

る
目
標
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問答 令
和
８
年
熊
本
地
震
を
受
け
て

広
報
紙
「
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　 

に
つ
い
て

総
ペ
ー
ジ
数
を
決
め
る
プ
ロ
セ

ス
が
難
し
い
が
、
画
一
的
な
対

応
で
は
な
く
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
紙
面

構
成
に
努
め
る
。

昨
年
11
月
の
市
議
会
全
員
協
議

会
で
、
月
１
回
36
ペ
ー
ジ
を
目

途
に
発
行
と
し
て
い
た
が
、
月
平
均

28
・
８
ペ
ー
ジ
し
か
な
く
、
画
一
的
な

紙
面
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
ペ
ー
ジ

問

答
数
を
増
や
し
、
目
次
に
合
っ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
を
工
夫
す
べ
き
で
は
。

今
回
の
急
激
な
米
価
下
落
に
対

す
る
市
長
の
受
け
止
め
と
、
減

収
に
直
面
す
る
農
家
へ
の
独
自
支
援
は
。

本
市
の
農
業
生
産
基
盤
そ
の
も

の
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
、

極
め
て
重
要
な
問
題
と
受
け
止
め
て
い

る
。
米
価
下
落
へ
の
独
自
支
援
に
つ
い

て
は
、
難
し
い
面
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
も
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
各
種

支
援
策
を
講

じ
て
お
り
、

今
後
も
米
価

の
変
動
に
も

対
応
で
き
る

持
続
可
能
な

農
業
経
営
と

生
産
基
盤
の

強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 米
価
下
落
に
伴
う
対
策
と

　
　
　
稲
作
農
家
へ
の
支
援

岡見善人
（立憲民主党）

支
所
な
ど
の
事
務
集
約
に
伴
う

現
場
の
課
題
や
今
後
の
改
善
に

向
け
た
市
長
の
見
解
は
。

業
務
は
お
お
む
ね
円
滑
に
行
わ

れ
て
お
り
、
大
き
な
混
乱
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
生
じ
て
い
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
総
務
課
に
よ

る
総
合
支
所
訪
問
や
職
員
か
ら
の
聞
き

取
り
も
継
続
し
な
が
ら
、
業
務
量
や
人

員
配
置
状
況
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に

応
じ
て
業
務
の
見
直
し
や
運
用
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

問答 第
５
次
由
利
本
荘
市
行
政

　
改
革
に
係
る
実
施
検
証
と

　
　
　
　
今
後
の
取
り
組
み

大友ます子
（高志会）

介
護
職
の
実
に
全
体
の
約
74
％

が
採
用
後
３
年
未
満
で
離
職
し

て
い
る
。
こ
こ
を
重
点
的
に
支
援
し
て

い
く
考
え
が
あ
る
か
。

令
和
９
年
度
以
降
に
向
け
た

「
第
10
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
内
介
護
事

業
者
に
対
し
、
現
在
行
っ
て
い
る
採
用

者
数
及
び
離
職
者
数
の
状
況
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
各
種

指
標
を
十
分
に
精
査
し
、
離
職
防
止
・

定
着
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
検
討

し
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問

答

介
護
職
の
「
離
職
防
止
・

　
　
　
　
定
着
」
に
向
け
て

米価下落

中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

の
方
針
は
。

問

入
学
お
祝
い
ク
ー
ポ
ン
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

問

市
単
独
で
の
完
全
無
償
化
は
困

難
な
た
め
、
引
き
続
き
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
、
他
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
情
報
収
集

に
努
め
る
。

答

制
度
の
公
平
性
と
持
続
可
能
性

の
観
点
か
ら
、
市
で
の
実
施
は

難
し
い
た
め
、
既
存
制
度
の
周
知
と
利

用
促
進
と
と
も
に
、
補
助
教
材
や
学
用

品
等
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

答 学
校
給
食
費
と

子
育
て
世
帯
支
援
に
つ
い
て

交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
の
考
え
は
。

「
ゆ
り
ほ
ん
の
れ
ッ
タ
」
の
本
格

運
行
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
エ
リ
ア
拡
大
は
想
定
し
て
い

な
い
。
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
地
域
特
性
を

考
慮
し
た
適
切
な
交
通
モ
ー
ド
の
選
択

に
よ
る
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
。

問答 交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

の
見
直
し
の
考
え
は
。

今
後
の
防
災
行
政
無
線
全
体
の

更
新
や
、
機
材
の
入
れ
替
え
な

ど
の
機
会
を
捉
え
、
代
替
手
段
の
動
向

も
注
視
し
つ
つ
、
多
角
的
に
研
究
す
る
。

問答 頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に

　
　
対
す
る
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
支
援
策
の

考
え
は
。

経
済
状
況
や
事
業
者
へ
の
影
響

な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問答 地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
事
業
者
の
事
業
継
続
に
つ
い
て

ここが聞きたい
一 般 質 問

ここが聞きたい
一 般 質 問
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 大友ます子（高志会）

１．学校給食費と子育て世帯支援について

２．交通空白地域における移動手段の確保

について

３．頻発化、激甚化する自然災害に対する防

災・減災について

４．地域経済の活性化と地域事業者の事業

継続について

8P 大友孝徳（市民の窓口）

１．令和８年熊本地震を受けて 

２．広報紙「ゆりほんじょう」について

３．公民館条例に規定する公民館等のテレ

ビケーブル切断について 

４．不登校対策について

7P 小松浩一（明日をひらく）

１．組織改編後の総合支所の現状と今後の

方針について

２．今後の公民館の在り方と地域づくりにつ

いて

３．閉校後の校舎の利活用について

４．矢島高校における学校給食提供の実現

について

8P 堀井新太郎（高志会）

１．中山間地域等直接支払制度にかかる農

業振興政策について

２．クマ・鳥獣対策について

３．児童・生徒のスクールバス等の送迎によ

る体力低下について

４．消防団活動における環境整備について

9P 岡見善人（立憲民主党）

１．第５次由利本荘市行政改革に係る実施

検証と今後の取り組みについて

２．介護職の「離職防止・定着」に向けて

３．米価下落に伴う対策と稲作農家への支

援について

10P 佐藤正人（公明党）

１．自主防災組織の共助は

２．わが家の防災マニュアルの活用は

３．通電火災対策は

４．避難所として普通教室等の活用は

旧
小
友
小
学
校
校
舎
の
利
活
用

の
対
応
は
。

市
と
地
域
住
民
で
検
討
を
重
ね

て
き
た
が
具
体
的
な
活
用
案
の

策
定
に
至
ら
な
か

っ
た
。「
空
き
公
共

施
設
利
活
用
促
進

条
例
」
に
基
づ
く

貸
付
に
向
け
て
必

要
な
準
備
を
進
め

て
い
る
。

問答

小松浩一
（明日をひらく）

市
民
の
方
々
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か

市
民
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
来
庁
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

９月定例会では、
６人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

改
編
後
以
降
の
総
合
支
所
の
現

状
は
。

支
所
職
員
か
ら
は
大
き
な
問
題

は
生
じ
て
い
な
い
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

問答 組
織
改
編
後
の
総
合
支
所
の

　
　
　現
状
と
今
後
の
方
針

地
域
公
民
館
や
地
区
公
民
館
の

の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
な
場
で

検
討
す
る
の
か
。
ま
た
、
現
段
階
で
の

方
向
性
は
。

学
び
の
場
の
確
保
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向
上
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
検
討
し
、
議
員
や
市
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
行
い
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
く
。
地
域
・
地
区
公
民
館
と

も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
び
の

場
の
確
保
、
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
う

施
設
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問

答

今
後
の
公
民
館
の
在
り
方
と

　
　
　
　
　
　地
域
づ
く
り

閉
校
後
の
校
舎
利
活
用
の
方
針

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
の
施
設
や
地
域
住
民
に
よ
る

利
活
用
に
至
ら
な
い
場
合
、「
市

空
き
公
共
施
設
利
活
用
促
進
条
例
」
に

基
づ
き
、
地
域
振
興
や
雇
用
創
出
に
つ

な
が
る
活
用
を
条
件
に
事
業
者
へ
幅
広

い
用
途
で
貸
付
を
行
っ
て
い
く
。

問答 閉
校
後
の
校
舎
の
利
活
用

佐藤正人
（公明党）

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
地
域
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
共
助
が
重
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
規
模
災
害
で
、
発
災
直
後
に

倒
壊
家
屋
か
ら
救
助
さ
れ
た
方

の
８
割
以
上
が
近
隣
住
民
な
ど
の
手
助

け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
住
民
一
人

ひ
と
り
の
「
自
助
」
に
加
え
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
助
け
合
う
「
共
助
」
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

地
域
防
災
の
核
と
な
る
防
災
士
に
は
ま

ち
づ
く
り
宅
配
講
座
や
各
種
防
災
訓
練

へ
積
極
的
に
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
き
、

居
住
地
域
の
共
助
力
の
底
上
げ
と
、
連

携
強
化
に
期
待
し
た
い
。

　
市
と
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織
や
防

災
士
と
協
働
し
、
自
助
、
共
助
に
基
づ

く
地
域
防
災
力
の
醸
成
と
持
続
可
能
な

地
域
防
災
体
制
の
維
持
、
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 自
主
防
災
組
織
の
共
助
は

熊
本
県
地
震
に
お
い
て
、
避
難

所
に
よ
っ
て
は
空
調
設
備
が
整

わ
ず
、
冷
房
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
普
通
教
室
な
ど
の
利
用

に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
、
普
通
教
室
の
利
用
は
可
能
で
あ

る
か
。人

命
を
第
一
と
し
、
そ
の
た
め

に
は
良
好
な
避
難
環
境
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
教

育
活
動
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、

普
通
教
室
で
の
避
難
者
受
け
入
れ
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答 避
難
所
と
し
て

　普
通
教
室
な
ど
の
活
用
は酷暑時には普通教室などでの避難も可能とする

ここが聞きたい
一 般 質 問

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

８月臨時会・９月定例会のトピックス
　８月臨時会が、８月１０日に開催され専決処分報告１件、補正予算２件が可決されました。
　９月定例会は９月２日から９月２４日までの２３日間の会期で開催され、令和７年度決算認定１５件、人
事案件４件、条例関係５件、補正予算７件、その他２件の計３３件が審議され、すべてが原案のとおり可
決されました。
　また、請願１件、陳情１件については、いずれも不採択と決しました。

由利本荘市火災予防条例の
一部の改正

問 　周知の方法は。

答 　市民全体にはホームページやＳＮＳなどで、
事業者には立入検査の際に周知に努めたい。

　焼肉店などの排気ダクトの適切な管理について

条例を改定します。 総

都市ガス改良工事

問 　都市ガスガバナ監視システムとは。

答 　都市ガスガバナ監視システムは、市内にあるガ
ス設備（ガバナ）を24時間見守る安全システム
で、ガバナとは、ガスの圧力をちょうどよい強さに
調整し、家庭やお店へ安全に届けるための装置。

　都市ガスガバナ監視システムを更新しました。

産
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１
．
は
じ
め
に

　
本
市
、
に
か
ほ
市
、
遊
佐
町
、
酒
田

市
の
四
市
町
で
構
成
さ
れ
る
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
遺
産
を
保
全
し
、

教
育
や
他
地
域
と
の
交
流
、
現
地
で
の

体
験
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化

に
繋
が
る
方
策
を
研
究
・
調
査
し
て
行

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
分
析

　
所
管
課
よ
り
、
市
民
へ
の
認
知
度
、

観
光
振
興
、
教
育
活
動
、
地
域
振
興
へ

の
貢
献
な
ど
、
本
市
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に

お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
現
状
と
し
て
、
各
エ
リ
ア
に
認
定
さ

れ
た
ガ
イ
ド
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
保

護
安
全
班
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
班
、
教
育
普

及
班
に
分
か
れ
て
お
り
、
市
か
ら
依
頼

す
る
形
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
が
多
い
。

　
課
題
と
し
て
は
、
日
常
的
に
い
く
つ

…先進地視察先…

   ７月６日～８日

●新潟県糸魚川市

●富山県黒部市

鳥海山・飛島ジオパークの観光・
地域振興への活用について

産業建設 常任委員会

か
の
場
所
を
巡
る
周
遊
旅
行
が
な
く
、

範
囲
が
広
域
な
た
め
資
源
は
あ
る
が
観

光
消
費
に
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
、
大

地
の
物
語
を
学
び
楽
し
む
観
光
商
品
が

な
い
。

　
ジ
オ
サ
イ
ト
の
看
板
・
解
説
が
十
分

と
言
え
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
観
光
媒
体
で
の

情
報
発
信
に
お
い
て
更
新
頻
度
が
低
く
、

情
報
発
信
・
ブ
ラ
ン
ド
化
が
弱
い
た
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
く
、

学
校
で
の
周
知
も
十
分
と
言
え
な
い
。

⑵
先
進
地
で
の
視
察
か
ら

①
新
潟
県
糸
魚
川
市

　
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
し
、
糸
魚
川
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と

地
域
振
興
の
現
状
説
明
と
成
果
評
価
を

伺
い
、
本
市
の
課
題
で
あ
る
事
項
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　
ジ
オ
サ
イ
ト
の
情
報
発
信
は
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
紙
面
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
通
信
上
で
の
紹
介
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
広
く
発
信
し
、
積
極
的
な

展
開
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　
ま
た
、
ゼ
ロ
か
ら
十
八
歳
の
一
貫
教

育
方
針
を
実
施
し
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
授

業
プ
ラ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
教
員
向
け

の
研
修
を
毎
年
実
施
す
る
な
ど
学
習
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。

②
富
山
県
黒
部
市

　
富
山
県
東
部
の
９
市
町
村
で
構
成
さ

れ
る
、
立
山
黒
部
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
、

中
心
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
黒
部
市

に
伺
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
組
織
と
支
援

体
制
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
と
地
域
振
興

の
現
状
説
明
と
成
果
評
価
を
伺
っ
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
小
学
生
を
中
心
に

総
合
的
な
学
習
で
様
々
な
体
験
学
習
が

行
わ
れ
て
い
た
。
例
と
し
て
、
ト
ロ
ッ

コ
電
車
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
・

理
科
学
習
な
ど
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
の
児
童
は
年
間

一
千
名
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
地
域
で
守
っ

て
い
る
地
区
で
は
、
森
づ
く
り
事
業
な

ど
、
様
々
な
事
業
を
行
い
、
市
民
の
ジ

オ
サ
イ
ト
保
護
意
識
の
高
さ
に
驚
い
た
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
市
民
へ
の
周
知
と
学
習
プ
ラ
グ
ラ
ム

な
ど
、
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
足
を
運
び
、
現
状
を

見
て
体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、強
み
・

魅
力
・
所
見
・
そ
し
て
何
が
足
り
な
い

の
か
を
体
験
し
、
調
査
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、貴
重
な
地
域
資
源
を
観
光
・

地
域
振
興
へ
活
用
し
て
い
く
方
策
を
追

求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

糸魚川市役所での座学

立山黒部ジオパーク交流施設「うなジオ」

宇奈月駅からトロッコ電車に乗車する

本荘由利広域市町村圏組合の
解散

問 　養護老人ホーム寿荘が市の直営となるが

将来的にはどうなるのか。

答 　市への引き継ぎ後の運営については指定
管理なども含め検討していく。

　解散に伴う財産処分及び事務の継承について

説明します。 総

障がい児保育のための
職員加配支援事業

問 　事業の内容は。

答 　市単独の障がい児補助金に対する上乗せ
補助制度を県が創設したもの。
　対象施設は市内の私立保育所と認定こども園
で、６月１日時点での市内の加配職員数は２０
施設で計３５.６人。補助額は対象職員 1人あ
たり月額５万円（最大年額６０万円）である。

　障がい児保育の充実と保育従事者の処遇改善

を図ります。 教

ごみ減量化推進事業

問 　未使用の指定ごみ袋はどうするのか。

答 　各家庭で残った旧指定ごみ袋については、
市役所および総合支所などで１１月以降、無
償で引き受ける方向で検討している。詳細は
決定次第、市広報やホームページなどで周知
する。旧指定ごみ袋は無駄にしないよう学校
や市有施設で使用の予定である。

　これまでの指定ごみ袋は１０月末までの使い切

りとなります。 教

令和６年７月豪雨工事請負費追加

問 　これまでの経緯は。

答 　林道施設災害童子線は３箇所にわたり寸断
されており、これまで工事契約が４回も入札不
調となっている。契約の締結に向けて工事請
負費を見直した。

　国庫補助事業の未着手林道童子線見直し。

産

鶴舞小学校校舎改築事業

問 　変更の理由は。

答 　当初、共有スペースを最大限に活用した間仕
切り設計案で進めていたが、実施設計の段階
で防火上主要な間仕切り壁の必要性が新たに
判明し、すべての教室において天井裏まで達
する耐火構造の壁を設置する仕様に変更した。
　なお、工期については学校休業中の工事と
するため今年度の冬休みから工事を行い、令
和９年度の夏休みに工事完了となる。

　教室の間仕切り壁を防火上主要な間仕切り壁

の設置へ変更します。 教

黒枠部分に間仕切り壁を設置

獣害対策用品購入

問 　獣害対策用品の種類と内容は。

答 　屋外観光イベント開催時における、来場者
や関係者の緊急的な獣害対策として、クマよけ
ホーン４０個、クマよけスプレー７本を購入し、
イベント開催時の安全対策として準備した。

　市主催及び共催イベントの安全対策に使用し

ます。 産

クマよけホーンとクマ撃退スプレー
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１
．
は
じ
め
に

　
国
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
健
康
寿
命

を
男
女
と
も
に
75
歳
以
上
に
延
伸
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
中
、
本
市

で
は
、
令
和
６
年
に
「
健
康
由
利
本
荘

21
計
画
（
第
３
期
）」
を
策
定
し
、「
健

康
長
寿
社
会
」
を
目
指
し
て
い
る
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
低
く
、
が
ん
や
脳
血

管
疾
患
、
心
疾
患
死
亡
率
も
全
国
に
比

べ
、
高
い
値
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
の
健
康
寿

命
の
延
伸
に
資
す
る
政
策
の
充
実
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
本
市
の
現
状
と
課
題

　
本
市
の
平
均
自
立
期
間
は
男
性
79
・

０
年
、
女
性
83
・
４
年
で
国
や
県
と
同

水
準
で
あ
る
が
、
が
ん
や
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
、
健
診

…先進地視察先…

７月１５日～１７日

●長野県佐久市

●新潟県見附市

●新潟県新潟市

健康寿命の延伸に向けた
取り組みについて

教育民生 常任委員会

受
診
率
の
伸
び
悩
み
や
若
い
世
代
の
朝

食
欠
食
、
高
齢
期
の
フ
レ
イ
ル
増
加
が

課
題
で
あ
る
。
健
康
施
策
の
推
進
は
、

行
政
が
主
導
す
る
だ
け
で
な
く
本
人
が

自
分
事
と
し
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
施
策
と
市
民
を
結
ぶ
関
係
団
体

と
の
連
携
、
人
材
確
保
も
課
題
で
あ
る
。

⑵
先
進
地
の
視
察
か
ら

①
長
野
県
佐
久
市

　
昭
和
19
年
に
佐
久
総
合
病
院
が
設
立

さ
れ
、
日
本
初
の
集
団
検
診
な
ど
が
健

康
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
保
健
補
導
員
や
市
の
委
託
事

業「
ぴ
ん
こ
ろ
運
動
」が
大
き
く
寄
与
し
、

「
快
適
健
康
都
市 

佐
久
」
を
実
現
。

　
ま
た
、
近
年
の
医
療
費
の
上
昇
傾
向

に
対
し
て
は
、
そ
の
適
正
化
に
向
け
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
プ
ッ
シ

ュ
型
通
知
な
ど
の
他
、
特
色
あ
る
教
育

機
関
の
誘
致
な
ど
、
佐
久
市
の
人
を
呼

び
込
む
ま
ち
づ
く
り
は
人
口
社
会
増
を

10
年
以
上
維
持
し
て
い
る
。

②
新
潟
県
見
附
市

　
健
康
政
策
を
個
別
事
業
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
県
内
最
小
の
面
積
を

生
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え

方
を
基
盤
と
し
て
、
都
市
計
画
、
公
共

交
通
、
教
育
、
子
育
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
を
横
断
的
に
連
携
さ
せ
た
総

合
的
政
策
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み

つ
け
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
が

日
常
生
活
を
送
る
中
で
自
然
と
健
康
づ

く
り
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
市
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
る
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
よ
り
、
行
政
と
地
域
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

事
も
特
徴
的
な
政
策
で
あ
っ
た
。

③
新
潟
県
新
潟
市

　
疫
学
デ
ー
タ
や
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
明
確
な
地
域
課
題
の
設
定
と
、
そ

れ
に
対
す
る
施
策
を
地
域
・
職
域
が
一

体
と
な
り
展
開
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
。

ま
た
、
健
康
経
営
認
定
制
度
を
通
じ
て

企
業
を
巻
き
込
ん
で
い
る
点
な
ど
、
行

政
の
枠
を
超
え
た
「
健
康
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
地
域

全
体
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

⑶
今
後
の
取
り
組
み

　
本
市
で
進
め
る
健
康
づ
く
り
の
現
状

と
課
題
を
踏
ま
え
た
先
進
地
域
へ
の
調

査
活
動
よ
り
、「
健
康
づ
く
り
は
、
ま
ち

づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
に
通
じ
る
と
い

う
印
象
を
持
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
市
民
が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
め
る

健
康
づ
く
り
の
提
案
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
資
す
る
組
織
の
在
り
方
、
人
材
育

成
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
た
い
。

佐久市の長年にわたる取り組みとその結果を伺う

施策の推進役となっている「市民交流センターネーブルみつけ」

岩城会館空調設備の修繕

問 　修繕に至る経緯とその内容は。

答 　令和８年８月４日、岩城会館１階「高城の
間」の天井から漏水が発生、調査の結果ファ
ンコイルユニット（空調設備）本体からの漏
水が原因と判明した。
　また、同時期に 1 階「ホール」の冷房が
効かなくなり、配管の一部から漏水が発生し、
冷房機能が著しく低下していたことが判明した
ことから、利用者の健康面や快適性を考慮し、
早急な修繕を必要と判断した。

　岩城会館の「高城の間」および「ホール」空

調を修繕します。 教

観光施設費追加

問 　主な内容は。

答 　岩城オートキャンプ場のコテージ修繕、総
合交流ターミナルぽぽろっこのジャグジー自動
制御弁更新、道の駅にしめ はまなすの里の電
気設備・空調設備修繕などの不具合解消のた
めの補正。また、鶴舞温泉・ぱいんすぱ新
山の設備故障に伴う営業補償を追加した。

　道の駅等修繕、温泉施設補償補填をおこない

ます。 産

令和７年度一般会計決算

問 　決算が膨らんだ背景は。

答 　災害復旧関連経費の増加に加え、学校建
設関係の事業など大型事業が重なったことか
ら、前年度に比べて決算額が多くなった。

　歳出総額が、前年度比５１億１３８６万２千円で

約１割増となりました。 総

基幹系業務システム管理費の
減額

問 　移行の経緯は。

答 　県から紹介があり、県と共同の利用であれ
ば利用料が安くなることから移行を決めた。

　基幹系業務システム総合サポート業務委託のう
ち、生活保護WAISEが秋田県共同システム利用
へ移行します。 総

電力量計子メーター交換修繕

問 　日頃のメーター管理方法は。

答 　各指定管理者が点検を行なう。各施設にお
いて有効期限切れが判明したため一括発注を
行なった。

　指定管理施設の電力子メーターを購入。

産

カダーレ大ホール修繕

問 　修繕によりロールバック装置は使用可能と

なるのか。

答 　観覧席を折りたたんで収納するロールバッ
ク装置に不具合が発生し、修理・維持していく
には多額な費用が発生するため使用を中止し
ていたが、指定管理者より修繕と運用の新提
案が示された。
　修繕後の運用上の安全対応策を示し使用可
能とした。

　ロールバック装置を修繕します。 産

ロールバック装置でスーパーボックスになるカダーレ大ホール

空調設備の修繕を進める岩城会館

健康づくりネットワークを学びに新潟市役所へ
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議会クルー２連覇 歓喜の９年ぶり男女総合優勝

由利本荘市議会だより  第86号（9月定例会） 由利本荘市議会だより  令和8年／2026年11月1日発行

市議会クルー2連覇で男女総合優勝に貢献

■議会クルーメンバー　監督兼コックス：伊藤順男　整調：佐藤義之　3番：松本学
　　　　　　　　　　　2番：橋島達也　バウ：長沼久利　補漕：佐藤健司　補漕：佐々木司

第３５回全国市町村交流レガッタ喜多方大会

議会議員の部　　　　由利本荘市子吉川　　決勝　第１位　
女子160歳未満の部　本荘由利森林組合Ｌ　決勝　第１位
女子160歳以上の部　なんもだす！　　　　決勝　第５位
男子160歳以上の部　本荘由利森林組合　　決勝　第３位　
男子160歳未満の部　俺達。　　　　　　　決勝　第６位
男女混合の部　　　　チームìKEYAKU　　交流戦　第２位

政
策
提
案
の
た
め
の
委
員
会
所
管
事
務
調
査

１
．
は
じ
め
に

　本
市
の
公
共
施
設
は
令
和
7
年
度
末

で
1
5
0
0
弱
に
上
る
。
修
繕
・
更
新

費
用
の
増
大
に
加
え
、
人
口
減
少
に
よ

る
財
源
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
市
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
し
、
棟
数
・
面
積
を
縮
減
す

る
目
標
を
掲
げ
、
個
別
施
設
計
画
の
見

直
し
も
進
め
て
い
る
。 

本
委
員
会
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
施
設

の
適
正
配
置
と
計
画
的
な
更
新
を
進
め

る
た
め
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
所
管
事
務
調
査
を
実
施
す
る
。

２
．
中
間
報
告

⑴
公
共
施
設
等
の適

正
な
管
理
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
と

相
ま
っ
て
、
市
税
や
地
方
交
付
税
の
減

少
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
公
共
施
設
等
の
適
正
な
管
理
に
よ

る
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⑵
先
進
地
域
の
視
察
か
ら

①
石
川
県
白
山
市

　人
口
減
少
の
み
を
理
由
に
施
設
を
削

減
す
る
の
で
は
な
く
、
施
設
ご
と
に
必

要
性
や
利
用
実
態
、
建
物
状
況
を
総
合

的
に
判
断
し
、
一
律
の
削
減
目
標
を
設

け
ず
に
適
正
管
理
を
進
め
て
い
た
。
町

内
会
や
関
係
団
体
、
議
会
と
連
携
し
た

合
意
形
成
を
重
視
し
、
指
定
管
理
制
度
、

未
利
用
施
設
の
民
間
活
用
な
ど
、
多
様

な
手
法
を
活
用
し
な
が
ら
公
共
施
設
の

適
正
管
理
を
進
め
て
い
る
。   

②
富
山
県
南
砺
市

　「ど
の
施
設
を
減
ら
す
か
」
で
は
な
く
、

「
ど
の
施
設
を
将
来
へ
残
す
か
」
と
い
う

考
え
方
へ
転
換
し
、
明
確
な
数
値
目
標

の
下
で
公
共
施
設
再
編
を
進
め
て
い
た
。

民
間
へ
の
譲
渡・貸
付
を
促
進
す
る
た
め
、

固
定
資
産
税
補
助
や
改
修
費
補
助
、
貸

付
料
減
額
な
ど
の
支
援
制
度
に
加
え
、

民
間
事
業
者
か
ら
幅
広
く
利
活
用
の
提

案
を
募
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
有
効

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

③
岐
阜
県
高
山
市 

　人
口
比
な
ど
に
応
じ
て
公
共
施
設
を

一
律
に
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
や
施
設
配
置
の

最
適
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
役
割
、

将
来
性
、
地
域
で
の
必
要
性
と
い
っ
た

視
点
に
加
え
、
施
設
の
老
朽
化
や
利
用

実
態
、
代
替
施
設
の
有
無
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。

（
３
）
今
後
の
取
り
組
み

　こ
れ
ま
で
の
行
政
視
察
な
ど
を
基
に
、

本
市
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
中
心
に
、

予
防
保
全
型
管
理
に
よ
る
維
持
費
の
低

減
や
民
間
活
力
の
積
極
的
活
用
な
ど
も

模
索
し
な
が
ら
、
公
共
施
設
の
適
正
な

管
理
に
よ
り
課
題
解
決
を
図
れ
る
よ
う

調
査
・
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
市
議
会
で
は
、
政
策
の
提
案
や
提
言
を
目
指
し
て
事
務
事
業
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
常
任
委
員
会
（
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご
と
に
所
管

す
る
事
務
事
業
か
ら
テ
ー
マ
を
定
め
、
２
年
間
（
令
和
７
年
11
月
か
ら
令
和
９
年

10
月
）
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…先進地視察先…

７月１３日～１５日

●石川県白山市

●富山県南砺市

●岐阜県高山市

公共施設等の適正な
管理について

総務 常任委員会

施設の必要性を見極める白山市民間活力で再編を進める南砺市

公共サービスから施設の未来を考える高山市

　９月２６日（予選）、２７日（決勝）の両日、福島県喜多方市の荻野漕艇場を会場に全国大会が
開催されました。この大会は、青森県から鹿児島県までの３２加盟自治体で構成する全国ボート場
所在市町村協議会が主催するもので、全国から選手・関係者約８００人が参加。漕ぎ手４人と舵取
り１人の計５人で乗艇する「ナックルフォア」５００メートルで熱戦が繰り広げられました。
　全国大会出場に向けて市議会クルー（子吉川チーム・鳥海山チーム）は、５月から毎週１回の練
習を重ねてきました。練習では、ローイングマシンを活用した基本動作の確認に加え、議員クルー
の高い年齢層（最年長漕ぎ手 70 歳）を踏まえて、小さな力でも効率よく艇を進める「ハイブリッ
ド漕法」の習得に取り組みました。その成果が着実に表れ、議会議員の部では決勝タイム２分０６
秒を記録。昨年同様に優勝を争った東郷町議会に約６秒の差（２挺身半差）を付け、２年連続、
通算６回目の優勝を果たしました。
　また、本市から出場した５クルー（昨年の子吉川レガッタ各種目優勝チーム）とともに、「チーム
由利本荘」として力を結集。女子総合では、本荘由利森林組合 L が女子１６０歳未満の部で初優
勝を飾るなど各クルーが健闘。２回目の女子総合優勝（鎧塚杯）に輝きました。
　平成２９年に子吉川ボート場で開催された全国大会以来、９年ぶり３回目となる男女総合優勝（会
長杯）を成し遂げ、「ボートのまち・由利本荘」を全国に力強く発信しました。

………… 出場クルー成績 …………
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※請願第４号：特定利用空港・港湾の指定について危惧されるリスク等の情報を県民に公開することなどを秋田県に求める意見書提出についての請願

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※佐藤健司議長は、採決に加わりません。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

×××○○○○×××××××－欠×××××× １６４

○：賛成　×：反対　欠：欠席

請願第４号

８月臨時会８月臨時会

●特別職の職員で常勤のものの給与及び

　旅費に関する条例の一部を改正する条例案

●小友財産区管理委員の報酬及び費用弁償に関する

　条例の一部を改正する条例案

●印鑑条例の一部を改正する条例案

●選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一

　部を改正する条例案

●火災予防条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

９月定例会９月定例会

●本荘由利広域市町村圏組合の解散について

●本荘由利広域市町村圏組合の解散に伴う財産処

　分及び事務の承継について

そ の 他（主なもの） 可決

●保育所等物価高騰対策事業　９６５万５千円
●水道基本料金負担軽減対策事業　３２２１万円
●指定管理施設等エネルギー価格高騰対策支援事業　１９８５万８千円

補　正　予　算 可決

不 採 択

○請願第４号
　特定利用空港・港湾の指定について危惧されるリス
　ク等の情報を県民に公開することなどを秋田県に
　求める意見書提出についての請願

I女性会議由利本荘支部　代表　鈴木秀子

紹介議員　岡見善人　粟野希穂

○陳情第６号
　mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種
　事業中止を国に求める意見書提出についての陳情

宇井　淳

請願・陳情結果

　令和８年８月５日（水）カダーレを会場に、令和４年度以来５回目となる「高校生と語る会」を開催いた
しました。今回は市総合計画「ゆりほん未来プラン」における基本構想において、目指す１０年後のまち
の姿として示されている「市民一人ひとりが希望を叶え自分らしく暮らすまち」について、事前アンケート
を基に話し合うこととしました。
　当日は、市内５校の高校生２２人と市議会議員１８人（議長などを除く）が９つのグループ分かれて「今
後の由利本荘市に取り組んでほしいこと」について話し合いました。およそ１時間３０分を超えるワークシ

ョップでは、多様な視点で由利本荘市の
まちづくりについての意見交換がなされま
した。その後、全体会を行い、各グルー
プの発表を行い、情報共有を行いました。
各グループの協議において出された主な
意見をご紹介します。

　開催後のアンケートでは「様々な意見や考え方から、由利本荘市の課題や取り組めることを知ること
ができた。」「今まで考えていなかったまちづくりについて話し合うことができて良かった。」などの感想
が寄せられ、２２人中２１人が語る会に参加して「良かった」、１人が「まあまあ良かった」との回答結
果となりました。他校の生徒と
の交流や多様な考えに触れ意見
交換ができたこと、また普段語
ることのない由利本荘市のまちづ
くりについて、市議会議員とも
語り合えたことへの充実感が感
じられるアンケート結果でした。
　議会では、今年度も今回の語
る会の内容を報告書としてまと
め、市当局に提出いたします。
今後も、若い世代のまちづくりへ
の思いが市政に反映されるよう
に取り組みます。

令和8年度  由利本荘市議会市民と語る会

●若い世代や高齢者の声を反映したまちづくり
●公共交通の利便性向上を
　・コミュニティバス等とＪＲや路線バスの接続
　・市民アンケートによるコミュニティバス運行の改善
　・ゆりほん のれッタの拡大及び充実
●安心で住みやすいまちづくりを
　・クマ対策や子育て支援の充実
　・災害に強いまちづくり
　・医療の維持
●豊かな暮らしができるまち
　・働く場や職業選択が豊かなまち
　・人が集まる場所づくり
●地域のつながりや世代間交流のあるまち
　・若者と高齢者の交流
　・伝統芸能や地域行事への参加
●若者が楽しめるまちづくり
　・駅前の活性化
　・現存する施設の有効活用

■人権擁護委員（任期：３年）　

　早　川　あけみ　氏（再任）岩城地域勝手
　櫻　井　茂　和　氏（再任）西目地域沼田
　小　松　良　弥　氏（新任）本荘地域柳生
　真　坂　ひとみ　氏（新任）本荘地域薬師堂

人　事　案　件

はや かわ

さくら い

こ まつ

ま さか

しげ かず

よし や

異議
なし

由利本荘市議会だより  第86号（9月定例会） 由利本荘市議会だより  令和8年／2026年11月1日発行

「高校生と語る会」開催

●障がい児保育事業　２１３６万円
●鳥獣被害防止対策事業　６９３万６千円
●林道維持事業　１４９２万７千円
●学校図書整備事業　２００万円（寄付金２００万円）
●ため池修繕事業　４０７万円
●公共土木施設災害復旧　

　令和８年７月２８日から３０日の豪雨災害　５５０万円
　令和８年９月１日から３日までの豪雨災害　５４０万円

補正予算（主な事業） 可決
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７月

７月

８月

９月

８月

９月

岩手県矢巾町議会行政視察来訪
議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
山形県村山市議会行政視察来訪
議会改革特別委員会

議会運営委員会
市民と語る会「高校生と語る会」
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
教育民生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会
議会改革特別委員会
議会運営委員会

本会議（開会）
議会全員協議会
議会運営委員会
本会議（一般質問）～９日
決算審査特別委員会
教育民生常任委員会協議会
委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１１日
決算審査特別委員会（主査報告）
議会全員協議会
議会改革特別委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）

（７／１～９／３０）

９
月

定

例

会

３日
５日
８日
９日
１１日
１８日

２３日
３０日

２日
７日
８日
９日
１６日
１８日
２２日

１日
５日
１３日
２６日
２９日

３０日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

由利畜産共進会
消防訓練大会
東北日本海沿岸市町村議会協議会総会
各期成同盟会等合同整備促進大会
旧藩祭
本荘マリーナ海水浴場安全祈願祭
日本海洋上花火大会
秋田県市議会議長会第１回定例会（能代市）～２４日
東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～３１日

矢島カップMt．鳥海バイシクルクラシック
交通安全市民大会
いわきおどり（福島県いわき市）
親子都市締結４０周年記念式典（福島県いわき市）
鳥海獅子まつり
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（にかほ市）
齋藤幸悦氏旭日双光章受章祝賀会
韓国梁山青年会議所訪問団来荘歓迎レセプション

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林記念祭
市総合防災訓練
本荘追分全国大会
全国ボート所在市町村協議会議長懇話会
新山小修祓式・創立６０周年記念竣工式
羽越本線高速化シンポジウム
各期成同盟会等県内要望（秋田市）

議会日誌議会日誌

実質収支は9億8943万8千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 総 費 用

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２３億７９６１万８千円

１２億５７１３万７千円

２２億９２０５万９千円

１１億４９０３万８千円

下水道事業 ２９億７８９６万１千円 ３０億６１４８万６千円

市債残高の状況（一般会計）市債残高の状況（一般会計）

年度比較 令和７年度 令和６年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６０５億５７２９万７千円

８８４，７３２円

６８，４４７人

６１４億５００９万円

８８０，３７３円

６９，８００人

13億4741万3千円

9億8943万8千円

実質収支

3億5797万5千円

令和７年度繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

2184万円

579億

歳出総額

7442万7千円

565億

令和７年度決算を認定

１１特別会計の状況１１特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

２１１億１９８６万７千円 ２１１億１５３６万円 ２０４億４８０５万５千円 ６億６７３０万５千円

１１特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、診療所運営特別会計、情報センター特別会計、奨学資金特
　　　　　　 別会計、介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、松ヶ崎財産区特別会計

令和７年度 一般会計決算令和７年度 一般会計決算

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）
市議会カレンダー

● １２月定例会の予定 ●

１１／１５

２８２７２２

２９

２４ ２５

１９１７１６ １８

２３０ ３

６ １２

５４

２１

２０

１３

２３ ２４ ２５２１ ２２ ２６

１９１５ １７１６

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

日

１４

７ ８

２０
　１１月２０日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

１２／１

本会議
（閉会）

１８

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

９ １０
常任
委員会

１１

由利本荘市議会だより  令和8年／2026年11月1日発行

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

78,358円
（9件）

28,980円
（3件）

20,356円
（4件）

0円
（0件）

10,000円
（1件）

10,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

議長交際費議長交際費

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む
★ケーブルテレビで生中継
★由利本荘市議会YouTube
　チャンネルでライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

▶ 次の定例会は１２／１～１２／１８ ◀
　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮ら

しに直結していることばかりです。ぜひご覧ください。

１日
３日
１０日
１３日
２２日

４日
５日
１０日

２０日
２５日

２日

８日

９日

１０日
１７日

２４日



令和７年度決算を認定　　 　　　▶Ｐ２
８月臨時会・９月定例会  審議結果　▶Ｐ３
政策提案のための委員会所管事務調査　▶Ｐ４
ここが聞きたい　一般質問　　　▶Ｐ７
８月臨時会・９月定例会トピックス　▶Ｐ１０
第３５回全国市町村交流レガッタ　▶Ｐ１３
市民と語る会　　　　　　　　　▶Ｐ１４
お知らせします　議会の動き　　▶Ｐ１５
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　　▶Ｐ１６
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９月定例会
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０１０年代以降、急激な人口減少が全国的に進

んでいます。我が由利本荘市も、とうとう６万

人台になってしまいました。しかし、少ない人口のま

ち矢島でも、お互いに工夫して生活していると思って

います。伝統の八朔まつりもそうです。そして、私た

ち矢中生は｢三道（書道・剣道・茶道）教育｣を地域の

方々に支えていただいています。

　こんな地域のよさが続き、未来を明るいものにす

るために、私は街づくりに関係する仕事に就きたい

と思っています。議員のみなさんが一生懸命協議し

てくださっていると思いますが、｢免許返納でバス定

期交付｣や｢子育て世帯マイホーム補助｣など、自分な

りに考えていることもあります。実行可能なアイデア

で未来の街づくりに参加できるように、矢島を大切

に思う気持ちを忘れず、様々なことに挑戦し、励んで

いきたいです。

くが住んでいる西目には、景色がきれいな場

所がたくさんあります。その中でも、ぼくが

一番好きなのは御月森から見る景色です。

　鳥海山が何にもさえぎられることなく美しく見え

るし、海に沈む夕日も、いつ見てもすごくきれいで

す。春は長く続く桜並木が美しく、秋はすず虫の

鳴き声がとてもきれいに聞こえるすず虫ロードもぼ

くのお気に入りの場所です。以前、学校のクラブ

活動で、みんなと西目川に入り、生物を観察した

ことがありました。そのとき、思っていたよりも生

息している生物の種類が多く、感動したのを覚えて

います。

　ぼくは、自然豊かで美しい景色がたくさんある西

目が大好きです。これからも生まれ育ったこの地を

大切にしていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.4４

２ ぼ

生まれ育ったこの地を大切に未来の街づくりに向けて

西目小学校 ６年

さん佐々木 源

矢島中学校 １年

（町内名　海士剥）（町内名　沢内）

はた ざわ きささ げんたおう

さん畑澤 煌太

ま
ち
の

声
か
ら

　
私
た
ち
夫
婦
は
秋
田
市
か
ら
地
元
鳥
海
に
戻

り
、
約
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
然

の
恵
み
、
鳥
海
の
人
々
の
温
も
り
に
地
元
の
良

さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
近
所
の
皆
さ
ま
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
夫
婦
に
も
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
新

た
な
命
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
る
子
が
、
由
利
本
荘

市
で
暮
ら
し
て
い
く
中
で
、
遊
び
や
学
び
が
充

実
し
た
環
境
で
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
由
利
本
荘
市
全
体
が
活
性
化
で
き
る
よ

う
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
望
み
ま
す
。
人

口
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
由
利
本
荘
市
民
が
生
活
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

政
策
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
子
育
て
支
援
を

る

か

ひ

ら

さ

き

ま
つ

た

さ
ん

さ
ん

鳥
海
地
域 

  

　　　　　　　
（
町
内
名

　下
伏
見
）

松
田

　陽
光

希
咲
良

編
集
後
記

　
先
日
、
娘
に
「
沼
」
と
い
う
言
葉

の
新
し
い
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　
私
に
と
っ
て
「
沼
」
は
、
冷
た
い

と
ろ
り
と
し
た
水
の
た
ま
る
足
を

踏
み
入
れ
る
と
抜
け
出
せ
な
い
よ

う
な
場
所
、
を
表
す
言
葉
だ
っ
た
の

で
す
が
、
彼
女
た
ち
若
者
は
心
が
引

き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
様
子
や
そ
の
対

象
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
心
が
魅
か
れ
る
相
手
を
「
沼
」
と

呼
ぶ
こ
の
感
性
。
一
言
に
好
意
と
言

っ
て
も
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色

合
い
の
感
情
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る

こ
と
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
な
と

感
心
し
ま
し
た
。

　
一
つ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
、
私
た
ち
が
そ
の
言
葉
に
対
し
て

抱
い
て
い
る
微
妙
な
イ
メ
ー
ジ
も
含

め
て
う
ま
く
捉
え
、
軽
や
か
に
使
い

こ
な
す
彼
女
た
ち
。

　
最
近
忘
れ
て
い
た
「
言
葉
と
楽
し

く
つ
き
あ
う
姿
勢
」
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
新
宅
慈
）

議
会
報
編
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別
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人
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大
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佐
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木
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新
宅
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小
田
　
　
彩

　
　
　
　
　
粟
野
　
希
穂

　
　
　
　
　
伊
藤
　
順
男

　
　
　
　 

　
　   

（
議
席
順
）


